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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業） 

 分担研究報告書 

 

希少難治性てんかんのレジストリ構築による総合的研究 

 

研究分担者 白石 秀明 北海道大学病院小児科 助教  

 

研究要旨 

 北海道地区における、稀少難治性てんかんレジストリ構築を開始した。長期的探索のためのレ

ジストリと、横断的探索のためのレジストリに関し、患者からの同意に基づき、平成 26 年 12 月

末時点で、23 名の登録を行った。 

 

Ａ．研究目的 

 希少難治てんかんの成因、経過を含めた実態

調査を行うための、症例登録を行うことにより、

未だ克服されていないてんかん発作を駆逐す

るための治療法の探索、確立を行う。相当長期

間にわたる探索研究を行うことにより、本疾患

に付随する問題点を明確にすることにより、疾

患克服のための体制作りを行うことを目的と

する。 

 

Ｂ．研究方法 

 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患

等克服研究事業）に基づく、全国調査研究

を北海道地区において開始した。 

 国立病院機構静岡てんかん・神経医療セ

ンター倫理委員会にて許可承認された、研

究計画書に基づき、北海道大学病院におけ

る研究計画書、患者への説明文書の作成を

行い、同院倫理委員会への提出を行い、本

年10月30日に同委員会の承認を得た。 

 国立病院機構名古屋医療センターにて構

築された、レジストリシステムを使用し、

患者登録を行った。登録内容は、病名、原

因、発症時期、知能指標、発作症状、脳波

所見、神経画像所見、社会生活状態、手術 

 

所見を登録した。 

 

（倫理面への配慮） 

 上記研究計画に関しては、北海道大学病院倫

理委員会の承認を得ている。研究への参加にお

いては、説明文書に基づき患者本人、あるいは

その代諾者に対して説明を行い、文書にて同意

を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

23例（男11例、女12例）に対して、説明同意

を得た後、登録を行った。年齢は5ヶ月から32

歳で、平均16歳1ヶ月あった。 

てんかん症候群の内訳は、症候性全般てんか

ん：3例、症候性局在関連てんかん：17例、未決

定てんかん：3例であった。特発性てんかん症例

はなかった。 

原因は脳血管障害：3例、感染症：3例、皮質

形成異常：1例、脳腫瘍：2例、視床下部過誤腫：

1例、Leigh脳症：1例、Dravet症候群：3例、海

馬硬化症：1例、結節性硬化症：1例、大田原症

候群：1例、West症候群：2例、裂脳症：1例、M

enkes病：1例、不明：2例であった。発達遅滞合

併症例は17例であった。 

全例が症例登録の後、横断的研究に登録され
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た。 

 

Ｄ．考察 

 症例登録を行ったが、北海道大学病院は北

海道の中で、特に難治てんかん症例が集積する

三次病院であり、発達遅滞を合併し、寝たきり

で全介助を必要とする難治症例が多く存在した。

故に、てんかん発作頻度も高く、また、病因も

多岐に渡った。今後、横断研究を進める意味に

おいて、様々な症例が存在することは、研究施

行において、有用であることが示唆された。 

 

Ｅ．結論 

 長期的横断研究に対する準備が整いつつあ

る。今後、症例数の蓄積を行い、情報の精度

を上げる事により、新たな知見が見いだされ

る事が期待された。 
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aphic analysis of paroxysmal fast acti

vity in patients with epileptic spasms.

 Epilepsy Res （査読あり）2013; 104: 6

8-77. 

7. 白石秀明 けいれんの機序と原因 小児内

科（査読なし） 2014; 46: 1217-20. 

 

 学会発表 

1. 中島翠 “Magnetoencephalography relat

ing with volume of focal cortical dysp

lasia.” 第56回日本小児神経学会学術総会

 平成26年5月27日（浜松市・一般口演） 

2. 白石秀明 「脳磁図による非定型良性小児

部分てんかんの診断・治療と病態解析」第2

9回日本生体磁気学会 平成26年5月26日

（吹田市・招待講演） 

3. 大塚耕右「Tourette症候群に対する反復経
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頭蓋磁気刺激療法の有用性」平成26年5月2

8日 第56回日本小児神経学会（浜松市・一

般口演） 

4. Midori Nakajima 「Spatial congruence 

of Magnetoencephalography spike dipole

s for focal cortical dysplasia」平成26

年8月7日-10日 10th Asian&Oceanian Epil

epsy Congress (Singapore・一般口演) 

5. Midori Nakajima “Dynamic statistical 

parametric mapping (dSPM) for Focal Co

rtical Dysplasia (FCD) at the bottom o

f sulcus” 平成26年8月24日-28日 19th 

International Conference on Biomagneti

sm (Halifax, Canada・ポスター発表) 

6. Kosuke Otsuka “Diagnostic applicatio

n of magnetoencephalography for detect

ion of epileptogenic cortical lesion i

n MRI study” 平成26年8月24日-28日 19

th International Conference on Biomagn

etism (Halifax, Canada・ポスター発表) 

7. Hideaki Shiraishi (Organizer and Chai

r): "Impact investigation of MEG as di

rect diagnostic methods" 平成26年8月24

日-28日 19th International Conference

 on Biomagnetism (Halifax, Canada・シン

ポジウム) 

8. Kiyoshi Egawa ”Angelman Syndrome” 平

成26年8月28日 19th International Conf

erence on Biomagnetism (Halifax, Canad

a・シンポジスト) 

9. Midori Nakajima "Focal Cortical dyspla

sia" 平成26年8月28日 19th Internatio

nal Conference on Biomagnetism (Halifa

x, Canada・シンポジスト) 

10. Hideaki Shiraishi "Atypical benig

n partial epilepsy in childhood (ABPE)

" 平成26年8月28日 19th International

 Conference on Biomagnetism (Halifax, 

Canada・シンポジスト) 

11. Kazuyori Yagyu "Schizophrenia and

 autism spectrum disorder" 平成26年8

月28日 19th International Conference 

on Biomagnetism (Halifax, Canada・シン

ポジスト) 

12. Yuki Ueda Special Interest Group

 1「Dravet syndrome: Up-to-Date and fu

ture treatment strategy for Dravet syn

drome in our institution」10月2日-3日 

第48回日本てんかん学会学術集会（東京・

招待講演） 

13. 白石秀明「てんかんと睡眠：睡眠中に

みられるてんかん発作～発達期」10月2日-

3日 第48回日本てんかん学会学術集会（東

京・招待講演） 

14. 白石秀明「特発性部分てんかんのAty

pical evolutionをめぐって：脳磁図から見

えること」10月2日-3日 第48回日本てんか

ん学会学術集会（東京・招待講演） 

15. Hideaki Shiraishi “Not all but 

the most patients with CSWS are Atypic

al benign partial epilepsy in childhoo

d” 平成26年12月5日-9日 68th Annual Mee

ting of American Epilepsy Society (Sea

ttle,Washington・ポスター発表) 

16. Midori Nakajima “Volume and loca

tion of focal cortical dysplasia with 

Magnetoencephalography; convexity vs. 

bottom of sulcus” 平成26年12月5日-9日 

68th Annual Meeting of American Epileps

y Society (Seattle,Washington・ポスター

発表) 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 1. 特許取得 なし 
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 2. 実用新案登録 なし  3.その他 なし 

 


